
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

今回変更部分 

長寿日本一の恵み 

・県農業試験場が、平成 12年に育種に着手 

・品種登録：平成 25年 3月 

・平成 24年から県内で栽培開始、平成 26年度の作付面積は 

588ha。 

 

◆長野県育成のオリジナル品種 
＜水稲：風さやか＞ 

 

〔味の特徴〕 

 しっかりとした旨味と甘味があり、粘り・味・香り等の食味バランスが良い。 

 冷めてもおいしく、おにぎりや混ぜご飯にも適している。 

◆長野県育成のオリジナル品種 
＜そば：信州ひすいそば＞ 

 

◆全国シェア(出荷量)１位 
＜凍り豆腐（こうや豆腐）＞ 

 
・寒冷な気候と豊富な地下水を背景に、明治以降、農家の 

副業として生産が盛んとなる。 

・食品工場による生産の大半が県内企業によるものである。 

・県野菜花き試験場が育成（品種名「長野Ｓ８号」） 

・平成 25年 7月に商標登録し、「信州ひすいそば振興協議会」 

 によりブランド化を推進。 

・命名者：「おいしい信州ふーど(風土)」大使の玉村豊男氏 

【凍り豆腐（こうや豆腐）】 

【信州ひすいそば】 

【水稲：風さやか】 

〔生産量全国１位〕 

 長野県の出荷量は 9,062ｔで全国１位（H24）、全国出荷量の約 95%を占める。

〔長野県凍豆腐工業協同組合調べ（参考：２位は石川県）〕 

 

〔商標登録〕「信州ひすいそば」 

 栽培、加工、販売の基準を満たしたものだけが「信州ひすいそば」と呼ばれる。 

 色鮮やかな緑色で香り高いことが最大の特徴！ 


